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自治協議会設立準備委員会 

 山形県川西町へ視察研修 
山橋自治協議会設立準備委員会（添田  

善司委員長）は２０日山形県川西町東沢  

地区に視察研修をおこなった。  

 今年度は会員の変更もあり、新体制の  

１３名と事務局・役場４名の１７名によ  

る初めての研修となった。  

 今後、先進地の取組を参考に山橋の自  

治協議会設立に向けて、活発な議論が行  

われることが期待される。  

                        視察先の生活活性化センターで  

 

「山橋ふれあい広場」開催 

山橋ふれあい広場第４班（鈴木誠治班長）は１３日利  

用者・ボランティア等合計３７名参加で行事を開催し  

た。今回は作品づくりで牛乳等の空きパックを使ってペ  

ン立を作った。細かい作業だったので、ボランティアの  

助けを借りて作品を仕上げていた。  

 ８月は行事がないのでお誕生日会は７・８月が一緒で  

鈴木英子さん、小豆畑フミさん、芳賀春子さんに誕生祝  

いのお花が贈呈された。  

グランドゴルフで汗を流す 

 健寿大学（矢内鷹嗣委員長）は２１日山形の旭公園で  

２２名の参加でグランドゴルフを行った。曇り模様だった  

がプレーするのには良い条件だった。ホールインワンが３  

回達成された。最高点矢内鷹嗣２０点、次は添田健彦２１  

点、鈴木勝徳２１点でした。  

 思った所にボールが飛ばず、一喜一憂しプレーしていた。  

 次回は 8 月１８日スポーツ民謡です。  

8 月の主な行事 

日  曜  行 事 予 定  備考  日  曜  行 事 予 定  備考  

4 木  事務連絡会  石川  18 木  健寿大学  自治ｾﾝﾀｰ 

5 金  日大来セン（～6 日） 自治ｾﾝﾀｰ 21 日  センター環境整備  自治ｾﾝﾀｰ 

10 水  ＰＣ教室  自治ｾﾝﾀｰ 25 水  ＰＣ教室  自治ｾﾝﾀｰ 
 

 

東沢活性化センターの前で研修参加者  
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お鷹ぽっぽの絵付けに挑戦 

 豊遊塾（鈴木勝徳塾長）は６月３０日に、塾 
の開講式を兼ねて、米沢方面に２０名の参加で 

移動研修を行った。開講式は、研修の車内で行 
われ、２８年度の事業計画等が話合われた。 
 研修は、笹野一刀彫りのお鷹ぽっぽの絵付け 
体験で、細かい作業だったが楽しく行ってきた。 
 次は、上杉神社の宝物殿である稽照殿を見学 
してきた。帰りは蔵のまち喜多方の街を散策し、 
楽しい１日を過ごした。 
 

「ホタルの森」へ多数来場 
 第５回「ホタルの森」交流会は９日開催され 

た。同実行委員会（大竹克幸会長）の主催。 
 当日は、あいにくの悪天候のため、旧南山形 
小学校の体育館に会場を変更して実施された。 
オープニングセレモニーとして矢吹町のジュニ 
ア太子クラブ「天響」による演奏があり、続い 
て南山形スポーツ少年団の進行に開会式が開催 
された。その後、薬師寺執事大谷徹奘氏による 
「心の学校」が開かれた。続いて、桂竹千代さ 
んの落語、鬼灯（ほおずき）の津軽三味線の演 
奏があった。体育館の入り口には、焼き鳥コー

ナーもあり、かき氷も無料で提供され、子供達は行列を作っていた。 
 

長寿会スカットボール大会 
 山橋長寿会連合会のスカットボール大会が２３ 

日自治センター軽運動場で開催された。 

 ６０人もの参加で３コートに分かれ、４チーム 

総当たりの３回戦が行われた。 

 この大会の上位者は町の大会の出場する権利を 

獲得する。個人上位は次の通り。高木ミツエ、須 

藤一男、十文字タミ、大戸一郎、小豆畑ミヨ子 

小木義司、添田久一他１３人が町の大会の代表と 

なる。団体優勝は南山形Ａチームでした。 

 

２８年度敬老会実行委員会開催 
 ２７日山橋自治センターで、２８年度の敬老会 

の実施計画と実行委員会の結成について、役場の 

保健福祉課係長臨席のもと、協議が行なわれた。 

 実行委員は例年どおり区長会、民生児童委員、 

長寿会役員、運営協議会、自治センター及び協力 

団体からなる。 

 実行委員会結成後、敬老会の役割分担、事前準 

備、予算などについて協議された。 

 ７５歳以上の敬老者は約３００名で、７５歳到 

達者１９名及び８８歳到達者９名にはそれぞれお 

祝い金が贈呈される。  

 

 

 

大谷執事の講演  

絵付け工房の前で作品を手に  
 

 

矢内実行委員長を座長に協議  


